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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．進捗報告の概要

Ⅲ.活動実績 

Ⅳ. 事業実施後（1年以降）に⽬標とする状態への所感（中間時点）

⾃由記述

①アウトリーチ活動を通じて、千葉県内の脆弱性の⾼い外国⼈から250件の相談が寄せられ、関係機関に30件の相談がリファーされる。
→8⽉から9⽉にかけて、多数の相談がコーディネータとフィールドワーカーに寄せられた。その内容はコロナに関して「救急⾞を呼びたいがどうし
たらよいか」、「酸素吸⼊器を探して欲しい」というものからアフガニスタンの政権崩壊以降「本国に⼀時帰国したり残っている家族を救いたい」な
ど深刻なものであった。現在は、相談数は減少しているが、特にアフガニスタン情勢は改善していない。なお、この対応の中で、相談件数は記録でき
なかったが、ほぼ毎⽇連絡がある状況であり、関連組織などへの問合せも多数に上った。また、⼭武市や佐倉市・四街道市教育委員会などとの連携が
進み、協⼒体制が構築された。
②フリースクールへ通う⾼校進学を希望する外国⼈の⼦どもの進学率が90%になる。また、2020年度のフリースクールへの通学を希望する外国⼈の
⼦どもが40⼈になる。
→新規⼊国者が制限されているために、スクール⽣は２６名にとどまっている。ただ、来⽇2年⽬に本スクールにたどり着いた⽣徒がいることを考え
ると、⽣徒募集の情報もきちんと流す必要がある。

活動 進捗状況 概要

①アウトリーチ活動とネッ
トワーク形成
②学習⽀援とフリースクー
ル組織基盤の強化

遅延あり

①上記の事情により、コミュニティの全体状況の把握は遅れている。ただ、寄せられる緊急
のニーズへの対応によってその解決策の協議や⼼理社会的サポートは実施しており、それら
をまとめて何らかの普遍的な⽅向性を⽰せるかもしれない。
②学習⽀援は、遅延気味だが確実に実施している。また、基盤強化については協議を始めて
おり、その結果としてのHPの全⾯改定はその第⼀歩となっている。

①a.アフガニスタン政変により、さまざまな相談が寄せられるようになり、その内容も深刻なものが多
い。現在もその対応に追われている。b.スリランカコミュニティは技能実習⽣の問題が浮上してきた。
c.全体的な状況把握はアンケート調査を対⾯法、（学校を通じた）郵送法で⾏っている。ただ、アン
ケートそのものを警戒する者（特にアフガン⼈）も多く、回収数が読めない。
②学習そのものは遅れを取り戻しつつあるが、第５波が収まったため介護で帰国したり、オミクロンに
よって再⼊国が遅れる⽣徒がいるなど、例年にない状況がある。

①アウトリーチ活動とネットワーク形成

②学習⽀援とフリースクール組織基盤の強化

事業概要

千葉県に居住するアフガン、スリランカを中⼼とした外国⼈コミュニティは、新型コロナウィルス感染拡⼤の影響から、それ以前より抱えていた⾔語
や⽂化の壁を理由とした必要な情報へのアクセスの問題が顕著となり、孤独な⽣活を強いられている。また、それらのコミュニティでは失業などの経
済的問題により通学や進学をあきらめざるを得ない⼦どもが増えている。本事業では、コロナ禍においてより脆弱性が⾼まった外国⼈コミュニティの
⽀援ニーズを掘り起こし、課題を解決に導くネットワークを形成する。また、コミュニティに属する⼦どもたちのフリースクールへの継続した通学を
⽀援するとともにフリースクールの組織基盤を強化する。

総括
①アウトリーチ活動は、対象コミュニティにも新型コロナのクラスターが発⽣したり、アフガニスタンでの政変によって⼤幅に遅れている。１１⽉に
⼊り本格的な活動を展開した。ただ、佐倉市や四街道市の教育委員会など新しい協⼒体制が作られつつある。②スクールの活動も、上記の影響をまと
もに受けた。ただ、コロナ感染拡⼤に備えてオンライン授業を準備していたのでその影響を最⼩限に抑えることができた。ただ、活動全体の進捗は遅
れていることは間違いない。

進捗状況
アウトプット（今回の事業実施で達成される

状態 ）

事業対象者:

進捗報告書 （実⾏団体）

事業名: コロナ禍の脆弱な多⾔語コミュニティ⽀援事業
資⾦分配団体: 認定特定⾮営利活動法⼈⽇本都市計画家協会
実⾏団体名: ＮＰＯ法⼈多⽂化フリースクールちば
実施時期: 2021年6⽉〜2022年2⽉
事業対象地域: 千葉県

①千葉県内に居住するアフガン⼈、スリランカ⼈など
②現在スクールに在籍する⽣徒と今後⼊会する⽣徒



Ⅴ．インプット

Ⅵ. 事業上の課題

Ⅶ. その他

有無

有

Ⅸ. ガバナンス・コンプライアンス実績

2.  内部通報制度は整備されていますか。 はい

1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通り
に開催されていますか。

はい
社員総会（総会は）は20,121年6⽉4⽇に実施。理事会は、毎週⾦
曜⽇に授業終了後に⾏っています。主に、⽣徒の状況報告と翌週
の事業計画です。

Ⅷ. 広報実績 

広報内容 内容

メディア掲載（TV・ラジ
オ・新聞・雑誌・WEB
等）

1. ＮＰＯ法⼈多⽂化フリースクールちばのＨＰを全⾯的に改修中（近⽇中に公開予定で、その中に掲載）
2. アフガニスタン⼈受け⼊れに関する要請、TBSラジオ 荻上チキSession（2021年9⽉10⽇）
3. Chaotic evacuation from Afghan capital highlights weaknesses in Japanʼs asylum system, Foreing
Correspondence Club, October 2021, https://www.fccj.or.jp/number-1-shimbun-article/kabul-tokyo
4. おびえるアフガン⼈に「命のビザ」を、朝⽇新聞、2021年11⽉30⽇、
https://www.asahi.com/articles/ASPCY6X65PCVUDCB009.html

広報制作物等
千葉アウトリーチ PPT資料
千葉アウトリーチ フィールドワーカーガイド

報告書等

ガバナンス・コンプライアンス体制 状況 内容

⾃由記述

とにかく、この助成の期間中様々なことが起こり、この活動にかかわる皆がそれへの対応に追われる⽇々であった。その中で、今年の4⽉にアフガニ
スタンに両親と⼀緒に⼀時帰国した⽣徒が、カブール陥落によって⻑期間出国できなかったが、11⽉に無事⽇本へ再⼊国し、本スクールに復帰した
ことは本当にうれしい出来事だった。これからの彼⼥の進路をできるだけサポートしたいと考えている。

合計 \0 \8,155,000 \8,155,000 \1,800,989 22%

補⾜説明

アウトリーチを本格化させる8⽉、9⽉に四街道市で集団感染が発⽣したためほとんど活動で
きなかったことと、それに伴う担当からの請求が遅れていることによる。また、スクール関
係の請求もコロナの影響で今後の予想の⾒通しが⽴たないことから、各⽉の請求を⾏ってい
ない。

事業実施上顕在化したリスク/阻害要因とその対応

①（アウトリーチ活動）アフガニスタンコミュニティに関しては、諸事情によって警戒⼼が⾮常に強い、リーダーやキーマンが存在しない、ヤードが
家族・親族などの単位で経営されている等々の困難がある。⼀⽅、スリランカコミュニティにも難⺠申請、技能実習の問題を抱えている。また、寄せ
られる問題は深刻で、個⼈や個別の団体では解決ができない。これらから、必要な情報をどのように伝えるのかの検討、また寄せられる相談に対して
はどのようなネットワークが必要などの検討されなければならい。現在、コミュニティの全体的な状況把握はできていないが、各問題へ対応してお
り、それらは重要な資料となりえるだろう。
②（スクール活動）今年度は、例年になく会費（授業料）の滞納者が多い。また、来⽇２年間適切に⽇本語を学べる場所を⾒つけられずに、11⽉に
⼊会した⽣徒がいる。いずれもコロナ感染の影響は⼤きい。これらへの対応は、スクールの基盤強化しかなく、まずはHP等での情報提供を先⾏させ
る。また、その中で多くの⼈からの⽀援を受けられる体制と寄せられる相談体制の整備を⾏う。また、組織体制改善の協議を学⽣インターンや外部者
の協⼒を得て⾏っている。

25%
管理的経費 \0 \1,234,400 \1,234,400 \81,308 7%

\1,719,681
事業費

直接事業費 \0 \6,920,600 \6,920,600
執⾏率2020年度 2021年度 合計 執⾏⾦額


